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私たちが取り組んでいます！

⼩⻄良⼦
（代表者）

めざすこと（研究⽬的）

ペット飼育下のカビ叢がヒトの健康に影響するかを明らかにする
やること（研究⽅法）

 ペットを飼っている家とそうでない家の室内の
カビ叢の違いを明らかにする

 その違いが暮らしているヒトのアレルギーに
影響するかをマウス実験によって明らかにする

わかること・できること（成果）

 アレルギー疾患に免疫増強効果のある
カビやその代謝物が明らかになる

 悪影響がある場合には効果的な除去⽅法
を提案できる
こんなふうに研究しています！ キーワード解説

カビ叢（かびそう）：
ある特定の環境で⽣きているカビや酵⺟の集まりの
ことです。これらはヒトや動物の健康に、⼤きく関
わっています

収集したホコリのカビ叢を調べているところ

ほか1名
栗林尚志 島津德⼈ ⼩林直樹


